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名前：本島 靖（もとじま やすし）
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　　　企画政策部 情報統計課



会津若松市のご紹介
● 人口　およそ１２万人
● 地理

福島県の西部、会津盆地の中央に位置してお
り、磐梯山や猪苗代湖など豊かな自然に囲まれ
た、自然景観に恵まれたまち

● 歴史
古事記や日本書紀などにも「相津」と記され、
東と北の出会う重要な接点として位置づけられ
ている。
また、会津は、戊辰の戦いによって武家支配が
終焉を迎えるまで、中央と地方（奥州）との政
治勢力が拮抗する一大拠点であった。

● 産業
国内有数の観光産業　　酒、漆器等の地場産業
ＩＣ関連の最先端産業　ＩＴ関連産業の創設
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会津若松市



全国新酒鑑評会「金賞受賞7年連続日本一！」
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福島県の金賞受賞銘柄の半数以上が会津地方の銘柄です！
（平成30酒造年度：13銘柄/22銘柄）

※写真はイメージです



会津大学

● スーパーグローバル大学（文部科学省）に採択
（教員の約４割が外国人：授業・卒論は英語）

● コンピュータサイエンス領域で学生数全国１位
（毎年２４０名入学）

● 大学発ベンチャー数が公立大で全国１位
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日本初のコンピュータサイエンス専門大学
（平成５年に開学）



情報政策部門を大学の施設内に移転
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● 会津大学との連携強化のため市庁舎から大学施設へ

会津大学先端ICTラボ（LICTiA）
プロジェクトスペースに入居

　

新執務室では本庁舎等とテレビ会議 ↓

旧執務室
本庁舎中庭のプレハブ
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１.導入経過
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導入経過
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● 2012/01～：庁内全パソコンにLibreOffice(3.4.3)を導入
　　　　　　2008年から導入しているOpenOffice.orgと併用

● 2012/03　：LibreOffice移行時の問題や対策を公表
● 2012/05～：LibreOffice(3.5.2)にバージョンアップ
● 2014/07～：LibreOffice(4.0.6)にバージョンアップ

　　　　　　必要な場合のみOpenOffice.orgポータブル版を併用

● 2017/01～：LibreOffice(5.1.6)にバージョンアップ

LibreOffice導入から７年、OpenOffice.orgを含めると10年超の取組です。



OSSｵﾌｨｽｿﾌﾄ導入に関する情報公開
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● 取組経過を市公式サイトで公開



導入の目的
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● 費用削減効果
パソコン購入時の費用削減、パソコン文書の管理効率化

● 電子文書の保存・保管の適正化
電子文書の標準化として、国際標準規格に準拠したODFを採用

● 利用者の利便性向上
商用ソフトウェアでなくても市が公開する電子文書の編集を可能に

● 地元産業の振興
OSS(ｵｰﾌﾟﾝ ｿｰｽ ｿﾌﾄｳｪｱ)を積極的に活用し、地元ICT企業(ITﾍﾞﾝﾁｬｰ
等)の参入を促進



ところで導入の効果は？
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● 費用削減効果
→ オフィスソフトの導入コストは削減出来ている。
　（5年間で1,500万円の削減効果と公言していたが・・・）

● 電子文書の保存・保管の適正化
→ 庁内利用に限れば大きな支障はない。
　　バージョンアップで体裁ズレ等が発生するのが課題

● 利用者の利便性向上
→ 実際に支持の声がある（取組姿勢、ベンチャー企業）

● 地元産業の振興
→ OSS活用の点において、地元ITﾍﾞﾝﾁｬｰ等の参入、シビック
テックなど絶大な波及効果



2.活用の現状
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Office製品の併用状況
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ネットワーク
系統

稼働台数
（＋仮想環境）

LibreOffice
導入割合

MSOffice製品
インストール数※

MSOffice製品
併用割合

インターネット
系

30台
(最大300)

100%
（100%）

11台 36.67%
（併せて3.33%）

LGWAN系 856台
(最大200)

100%
（100%） 509台 59.46%

（併せて48.20%）

基幹業務系 493台 100％ 253台 51.32%

合計 1,379台
（最大500）

100%
（100%） 773台 56.06%

（併せて41.13%）

※Word、Excelのいずれかがインストールされていればカウント

仮にMSOffice(Standard)で併用率を100％にする場合（Open License for Government適用）

606台(43.94%) × (仮)@41,800円＝ 25,330,800円　程度が必要となる

年々併用率は増加しています↓

現状での
経費削減

効果の試算

これだと、全職員分のOffice365ライセンスを購入した方が安価かな？



ネットワーク系統別のファイル種別割合
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etc 5.78%

PDF 29.81%

MSO 41.85%

ODF 22.55%

etc 2.18%
PDF 12.70%

MSO 47.32%
ODF 37.80%

etc 7.52%
PDF 10.24%

MSO 45.64%

ODF 36.60%

↑
LGWAN系
↓

種別 カウント

etc 12,773

PDF 65,849

MSO 92,429

ODF 49,810

種別 カウント

etc 156,570

PDF 913,253

MSO 3,402,434

ODF 2,717,375

↑
基幹業務系
↓

↑
インターネット系

↓

種別 カウント

etc 146,716

PDF 199,895

MSO 890,902

ODF 714,415

2019/05/23現在



庁内標準としてODFを採用（事例１）
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庁内標準としてODFを採用（事例２）
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バージョンアップの庁内周知
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バージョンアップの予定を
庁内掲示板でお知らせ

バージョンアップの予定を
庁内掲示板でお知らせ



新元号対応など
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● 現在、新元号対応版(6.2.3)の動作検証中
● 要望に応じて、先行アップデートを実施
→ 庁内検証へも協力要請
　→ 不具合対策として、5.1系のポータブル版を併用

いくつかの文書で、体裁のズレが確認されて
いるため、共通書式などテンプレートの修正
を実施する予定



Drawのススメ
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● デザイン、図形作成、DTP
チラシやポスターが手軽に
作れる！

チラシの作成例

図入りの資料が
作りやすい。

レイヤーが使えて
手の込んだ作業も

こなせます。

図入りの資料が
作りやすい。

レイヤーが使えて
手の込んだ作業も

こなせます。



3.庁内職員による相互支援

25



庁内職員による相互支援
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● 新元号の暫定対応 庁内掲示板への投稿事例



庁内職員による相互支援
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● 新元号暫定対応のフォロー 庁内掲示板への投稿事例



サポート掲示板の常設
28



4.情報化人材の育成
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情報化人材の確保・育成

情報化人材登録簿
（2019.05.01現在）
　

＜ 登録職員数 ＞
合計：　　２８名
　

＜ 内訳 ＞
レベル３：　２名
レベル２：　8名
レベル１：１8名

ICTを駆使できる職員（情報化人材）が必要
　→ システムを内製できる職員がいたのも今は昔･･･
　　→ これからの情報化人材を確保・育成せねば!!



ICT活用を促進する庁内体制

名称 設置 構成

統合GIS活用検討チーム H25 １７所属、２０名**

オープンデータ推進検討チーム H25 １３所属、１５名

ICT-BCP策定検討チーム H25 　５所属、　６名

マイナンバーカード活用検討チーム H27 １１所属、１２名

IoT推進検討チーム H29 １０所属、１２名*

※ 検討チームの活動は、人事異動や担当業務の変更に影響されず継続参加が可能
　（CIOチーム配下の庁内横断的な体制として位置付け）



情報化推進体制
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設
置 対応

評価

調整
・
指示

方針
報告

方針

情報化推進本部情報化推進本部

当市の行政全般に係る
情報化推進

情報システム
導入・更新

セキュリティ対策
事故対応など
セキュリティ対策
事故対応など

検討チーム

（関係職員による
調査・研究

検討チーム

（関係職員による
調査・研究

情報セキュリティ
委員会

情報セキュリティ
委員会

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

庁内情報化
推進会議
庁内情報化
推進会議

ＣＩＯ（副市長）ＣＩＯ（副市長）



5.まとめ
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組織導入でのポイント
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● ソフトランディングを目指しましょう！
⇒ 既存資産の移行は、必要になった時点で段階的に

● ＯＤＦへの移行を軸にしましょう！
⇒ 本来の機能を発揮できる形式で利用しないと、業務効率の低下を招く恐
れがあります。

● 部分的な導入では十分な評価が出来ません！
⇒ 環境の違いが業務低下を招くことに繋がります。

● 導入初期は、迅速なサポートが必要
⇒ オフィスソフトの機能的な解決ではなく、業務を停滞させないフォロー
が重要です。

すぐに試せることが最大のメリット！
⇒ まずは、全てのPCで併用するところから始めてみては？

昔も今も
変わりません
昔も今も

変わりません



継続していくためには・・・
● 無理のない運用が必要

 → 現場の状況に合わせて、標準以外のソフトウェ
アの使用にも柔軟に対応

● 人が変われば考えも変わる？
 → 人事異動もあり担当者の熱意だけは続かない

● でも、継続には熱量が必要
 → 組織的に熱量を維持するしくみを工夫しよう！



とにかくやってみましょう !!

Think Big
Start Small
Scale Fast

・出来る範囲で、小さく早く始める
　（小さな失敗を繰り返すことを許容することも必要）



ご清聴ありがとうございました。

http://www.city.aizuwakamatsu.lg.jp/
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あかべぇ
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